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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 14,614 △6.1 1,241 30.1 1,425 △1.9 731 △51.9
28年3月期第2四半期 15,565 7.9 953 18.7 1,453 11.6 1,522 60.1

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 △1,250百万円 （―％） 28年3月期第2四半期 1,400百万円 （16.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 53.36 ―
28年3月期第2四半期 109.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 36,846 26,415 67.3 1,827.12
28年3月期 39,168 28,536 68.5 1,935.65
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 24,809百万円 28年3月期 26,815百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 15.00 ― 25.00 40.00
29年3月期 ― 15.00
29年3月期（予想） ― 25.00 40.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 △5.5 2,200 1.4 2,800 △5.0 1,600 △19.7 117.22



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）Ｐ.３「1.(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 13,900,065 株 28年3月期 13,900,065 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 321,680 株 28年3月期 46,519 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 13,709,096 株 28年3月期2Q 13,853,594 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用・所得情勢が堅調に推移する中、個人消費は底を打ち

つつあるものの依然停滞が続いております。世界経済についても先進国の成長率は緩やかに持ち直しておりますが、

中国をはじめとした新興国の成長率が鈍化しており、一段と不透明感が増しております。

　このような環境下、売上高は前年同期比6.1％減の14,614百万円となりました。また、営業利益は前年同期比30.1

％増の1,241百万円となりました。経常利益は為替差損の影響で前年同期比1.9％減の1,425百万円、親会社株主に帰

属する四半期純利益は、厚生年金基金の解散に伴う特別損失294百万円の計上に加え、前年に日本シー・ビー・ケミ

カル株式会社の子会社化による負ののれん発生益541百万円の計上があった影響で、前年同期比51.9％減の731百万

円となりました。

　

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　［日本］

自動車生産台数の減少及び原油価格下落に伴う価格改定の影響により、セグメント売上高は前年同期比6.5％減

の7,992百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、前年同期比0.1％増の373百万円となりました。

　［南北アメリカ］

若干持ち直しの兆しが見え始めたものの依然景気低迷により伸び悩むブラジル子会社及び各国での為替の影響

により、セグメント売上高は前年同期比3.9％減の2,620百万円となりました。セグメント利益は、原油安による

原材料価格の下落及びメキシコ子会社での黒字化により前年同期比601.9％増の262百万円となりました。

　［中国］

日系自動車メーカー向けの売上高は前年を上回っているものの鉄鋼業界向けが減少したことにより、セグメン

ト売上高は前年同期比13.6％減の2,033百万円となりました。セグメント利益は、原油安による原材料価格の下落

がありましたが、減収の影響が響き前年同期比1.4％減の305百万円となりました。

　［東南アジア／インド］

各国とも成長率が鈍化する中、自動車生産台数も微増に留まっていますが、既存顧客でのシェアアップにより

セグメント売上高は前年同期比1.7％増の1,967百万円となりました。セグメント利益は、インド子会社では依然

赤字が続いておりますが、他の拠点での原油安による原材料価格の下落の影響で、前年同期比23.2％増の282百万

円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、36,846百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,321百万円減少しまし

た。主な要因は、「投資有価証券」が701百万円、「有形固定資産」が550百万円、「有価証券」が340百万円、「現

金及び預金」が212百万円、「受取手形及び売掛金」が176百万円、「原材料及び貯蔵品」が129百万円減少したこと

によります。

　負債は、10,431百万円となり、前連結会計年度末に比べ199百万円減少しました。主な要因は、「厚生年金基金解

散損失引当金」が294百万円発生したものの、「未払金」が503百万円減少したことによります。

　純資産は、26,415百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,121百万円減少しました。主な要因は、「利益剰余

金」が208百万円増加したものの、「為替換算調整勘定」が1,996百万円減少し、「自己株式」が375百万円増加し

たことによります。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における、現金及び現金同等物の残高は、6,232百万円となり、前連結会計年度末に比

べ548百万円減少しました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により1,123百万円の収入超過となりました。これは、法人税等の支払額360百万円、持分法による投資

利益291百万円、売上債権の増加額150百万円等がありましたが、税金等調整前四半期純利益1,134百万円、減価償却

費372百万円、厚生年金基金解散損失引当金の増加額294百万円等の収入によるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動により187百万円の支出超過となりました。これは、有形固定資産の取得による支出202百万円、投資有

価証券の取得による支出104百万円等によるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動により1,154百万円の支出超過となりました。これは、自己株式の取得による支出375百万円、配当金の

支払額346百万円、非支配株主への配当金の支払額243百万円等の支出によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想の見直しを行った結果、平成28年５月12日付当社「決算短信」にて発表しました平成29年３月期の連結

業績予想を修正いたしました。なお、当該予想に関する詳細は、平成28年11月７日に公表の「業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は、軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

（厚生年金基金解散損失引当金）

当社が加入している「日本界面活性剤工業厚生年金基金」は、平成28年10月25日開催の代議員会において特例解

散の決議がなされたため、同基金の特例解散申請時の代行積立不足額に基づく当社の負担額（概算）を引当計上す

ることといたしました。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の「特別損失」に厚生年金基金解散損失引当金

繰入額294百万円、当第２四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表の「固定負債」に厚生年金基金解散損失引

当金294百万円を計上しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,609 6,396

受取手形及び売掛金 5,802 5,626

有価証券 340 ―

商品及び製品 1,500 1,419

原材料及び貯蔵品 1,765 1,636

繰延税金資産 189 182

その他 379 454

貸倒引当金 △22 △22

流動資産合計 16,565 15,692

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,158 3,867

機械装置及び運搬具（純額） 1,270 1,158

工具、器具及び備品（純額） 250 218

土地 5,188 5,090

リース資産（純額） 23 93

建設仮勘定 781 692

有形固定資産合計 11,671 11,121

無形固定資産 695 580

投資その他の資産

投資有価証券 9,041 8,340

保険積立金 601 561

長期預金 239 288

繰延税金資産 43 44

その他 331 239

貸倒引当金 △21 △22

投資その他の資産合計 10,235 9,451

固定資産合計 22,602 21,154

資産合計 39,168 36,846
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,532 3,520

短期借入金 1,714 1,700

リース債務 10 19

未払金 882 379

未払消費税等 68 62

未払法人税等 241 191

賞与引当金 553 460

役員賞与引当金 47 56

その他 653 809

流動負債合計 7,703 7,200

固定負債

長期借入金 787 726

リース債務 19 82

繰延税金負債 411 425

役員退職慰労引当金 134 139

厚生年金基金解散損失引当金 ― 294

退職給付に係る負債 1,346 1,324

長期預り保証金 158 165

資産除去債務 21 21

その他 48 50

固定負債合計 2,927 3,231

負債合計 10,631 10,431

純資産の部

株主資本

資本金 4,249 4,249

資本剰余金 4,052 4,052

利益剰余金 19,573 19,781

自己株式 △50 △425

株主資本合計 27,824 27,658

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 852 993

為替換算調整勘定 △1,774 △3,770

退職給付に係る調整累計額 △87 △71

その他の包括利益累計額合計 △1,009 △2,848

非支配株主持分 1,721 1,605

純資産合計 28,536 26,415

負債純資産合計 39,168 36,846
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 15,565 14,614

売上原価 10,988 9,842

売上総利益 4,577 4,772

販売費及び一般管理費 3,623 3,531

営業利益 953 1,241

営業外収益

受取利息 79 56

受取配当金 31 31

持分法による投資利益 399 291

その他 83 38

営業外収益合計 593 417

営業外費用

支払利息 20 16

為替差損 20 192

その他 52 23

営業外費用合計 93 233

経常利益 1,453 1,425

特別利益

投資有価証券売却益 ― 36

負ののれん発生益 541 ―

特別利益合計 541 36

特別損失

固定資産除売却損 ― 33

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 ― 294

特別損失合計 ― 327

税金等調整前四半期純利益 1,994 1,134

法人税等 314 232

四半期純利益 1,679 902

非支配株主に帰属する四半期純利益 157 170

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,522 731
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,679 902

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △312 141

為替換算調整勘定 △9 △1,494

退職給付に係る調整額 11 15

持分法適用会社に対する持分相当額 32 △815

その他の包括利益合計 △278 △2,153

四半期包括利益 1,400 △1,250

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,228 △1,100

非支配株主に係る四半期包括利益 172 △150
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,994 1,134

減価償却費 423 372

のれん償却額 6 5

負ののれん発生益 △541 ―

持分法による投資損益（△は益） △399 △291

有形固定資産売却損益（△は益） ― 32

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △30 △90

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14 14

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 5

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△
は減少）

― 294

受取利息及び受取配当金 △110 △87

支払利息 20 16

売上債権の増減額（△は増加） 148 △150

たな卸資産の増減額（△は増加） 94 △64

仕入債務の増減額（△は減少） △79 133

その他 △30 75

小計 1,496 1,405

利息及び配当金の受取額 154 96

利息の支払額 △20 △18

法人税等の支払額 △288 △360

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,342 1,123

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 ― △88

定期預金の払戻による収入 1,043 84

投資有価証券の取得による支出 △42 △104

投資有価証券の売却による収入 ― 69

有形固定資産の取得による支出 △354 △202

有形固定資産の売却による収入 13 25

無形固定資産の取得による支出 △28 △21

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△102 ―

その他 △36 49

投資活動によるキャッシュ・フロー 492 △187

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △732 △115

長期借入れによる収入 1,000 51

長期借入金の返済による支出 △109 △115

配当金の支払額 △318 △346

非支配株主への配当金の支払額 △169 △243

自己株式の取得による支出 ― △375

リース債務の返済による支出 △6 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △337 △1,154

現金及び現金同等物に係る換算差額 141 △584

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,638 △803

現金及び現金同等物の期首残高 5,152 6,780

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ― 255

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,790 6,232
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額日本

南北
アメリカ

中国
東南アジア
／インド

合計

売上高

　外部顧客への売上高 8,550 2,728 2,352 1,935 15,565 ― 15,565

　セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

414 3 ― 11 430 △430 ―

計 8,964 2,732 2,352 1,947 15,996 △430 15,565

セグメント利益 372 37 309 229 949 4 953

(注) １ 各地域セグメントに属する国

日 本 ： 日本

南 北 ア メ リ カ ： アメリカ、ブラジル、メキシコ

中 国 ： 中国

東南アジア／インド ： タイ、マレーシア、インド、インドネシア

２ セグメント利益（営業利益）の調整額４百万円のうち主なものは、内部損益取引の調整額が12百万円、未実

現損益の消去が△１百万円、のれん償却が△６百万円であります。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

日本シー・ビー・ケミカル株式会社を株式の取得により連結子会社としたことに伴い、第１四半期連結会計期

間において負ののれん発生益541百万円を計上しております。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメ

ント利益には含めておりません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額日本

南北
アメリカ

中国
東南アジア
／インド

合計

売上高

　外部顧客への売上高 7,992 2,620 2,033 1,967 14,614 ― 14,614

　セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

439 0 17 13 471 △471 ―

計 8,432 2,621 2,050 1,981 15,085 △471 14,614

セグメント利益 373 262 305 282 1,223 17 1,241

(注) １ 各地域セグメントに属する国

日 本 ： 日本

南 北 ア メ リ カ ： アメリカ、ブラジル、メキシコ

中 国 ： 中国

東南アジア／インド ： タイ、マレーシア、インド、インドネシア

２ セグメント利益（営業利益）の調整額17百万円のうち主なものは、内部損益取引の調整額が13百万円、未実

現損益の消去が９百万円、のれん償却が△５百万円であります。
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